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お知らせ

令和２年度　乳がん検診講習会
（岡山県医師会主催）

※当講習会は、乳がん検診の基礎講習、継続講習に認定されています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、　
　６月27日の講習会は【中止】となりました。

　　　【中止】○日　時：令和２年６月27日（土）14：00 ～ 15：30
　　　　　　 　場　所：岡山県医師会館　４階　401会議室

　　　　　　 ○日　時：令和２年８月８日（土）14：00 ～ 15：30　　
　　　　　　 　場　所：岡山県医師会館　４階　401会議室

　　　　　　 ○日　時：令和２年８月【津山方面での開催予定】
　　　　　　 　場　所：津山市医師会　津山保健センターホール

　　　　　　 ○日　時：令和２年10月18日（日）14：00 ～ 15：30　
　　　　　　 　場　所：岡山県医師会館　４階　401会議室

　　　　　　 ○日　時：令和２年12月13日（日）14：00 ～ 15：30　
　　　　　　 　場　所：岡山県医師会館　４階　401会議室

　　　　　　 ○日　時：令和３年２月21日（日）14：00 ～ 15：30　
　　　　　　 　場　所：岡山県医師会館　４階　401会議室

※日時・場所等は変更になる場合がございますのでご了承下さい。
　詳しくは岡山県医師会報・岡山県医師会ホームページをご覧下さい。
※ 基礎講習は岡山県医師会主催の乳がん検診講習会を原則３回受講していただくことになってお
ります。修了者には修了証が交付されます。

※ 継続講習は認定証交付後、平成22年度より１年度（４月～３月）に１回岡山県医師会主催の乳
がん検診講習会を受講していただくことになっております。

※ 講習会の出席回数等に関しては、岡山県医師会（TEL 086-250-5111）にお問い合わせ下さい。
※医師資格証を当日ご持参下さい。
※託児希望の方は必ず事前にお申し込み下さい。
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医療事故調査報告にみる再発防止の提言

 岡山県医師会副会長　清水　信義

　私が発足当時から関与している医療事故調査制度も、法制化してすでに４年７カ月とな
り、一定の形が作られ制度の運営はそれなりに進んでいます。予期せぬ医療に関係した死
亡が起こった場合に管理者が医療事故調査・支援センターに報告し、併せて院内事故調査
を行い、その結果をセンターに報告するものです。報告されたもののうちで、７％くらい
は患者あるいは病院の要請により、再調査が行われる仕組みです。令和２年４月現在の状
況は、事故報告が1,729件あり、再調査となったものは124件です。この再調査は、事例ご
とに個別調査委員会を設置し、全国７ブロックに配分して調査報告書を作成するものです。
この委員会の委員の構成は、通常そのブロックの大学病院の教授などが学会から指名され
ます。中国四国ブロックの事務局は岡山県医師会内にあり、すでに10例近い事例について
調査委員会を開催していますが、１事例で２回ほどの調査委員会もスケジュールを調整す
るのが難しく最終的な報告終了までには、短くなったとはいえなお１年以上の期間がかか
ります。
　しかし、さすがに４年以上にわたる全国の事例の蓄積により、今後に生かされる提言も
出てきました。医療事故は、どの医療機関でも常時万全の対応ができているものではなく、
死亡に至るような大きな事故は、まれにしか経験しません。したがって、実際には過去の
経験を生かす機会は少ないものです。しかし、集計された事故の事例を見るとある程度類
型化され、同じような事例が繰り返し全国では起こっています。
　現在、医療事故調査・支援センターのホームページに掲載されているもののうち、日常
の医療でも起こりうるいくつかの類型を挙げてみます。
　　１）中心静脈穿刺合併症に係る死亡率の分析
　　２）注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析
　　３）栄養剤投与目的に行われた胃管挿入に係る死亡事例の分析
　　４）救急医療における画像診断に係る死亡事例の分析
　　５）入院中に発生した転倒・転落による頭部外傷に係る死亡事例の分析
　これらの類型にはそれぞれ10例近い事例が含まれており、同じような事例が起こってい
ることが分かります。例えば１）中心静脈穿刺合併症による死亡は１年３カ月の期間で10
例の死亡報告がありました。通常、超音波ガイドを使うことが多いですが、出血、血腫、
気胸などで死亡が出ています。これらの事例の問題点を調べ、これに対し、手技や熟練度
の問題、患者管理、適応の判断などについての提言がなされています。２）のアナフィラ
キシーよる死亡については、統計では年間50 ～ 60例の死亡が報告されており、この事故
調査制度に報告された事例は２年間で13件です。医薬品によるものでは、造影剤や抗菌薬
に起因するものが多く、発症は投与後短時間ですべての事例で緊急的にアドレナリンの投
与はされて、救命処置はなされていますが死亡しています。このような薬剤は、前回安全
に投与されていてもアナフィラキシーを発症することがあることを認識し、通常その発症
の予測は困難であり、現場に救急用備品を備えておく必要があります。３）の胃管誤挿入
の死亡事故も６例は報告されており、通常リスクの高い患者に施行することが多く、胃管
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の位置の確認の方法としては、気泡音は不適切で、Ｘ線検査やpH測定が推奨されています。
４）救急医療現場での画像診断に係るものも、時に報道されることがありますが、本セン
ターへの死亡事例報告も12例あります。上級医への連絡不足、検査報告書の未確認や目的
外部位の異常所見の存在などリスクの高い環境です。５）入院時に転倒し頭部外傷のため
死亡した事例も11例報告されています。認知機能低下やせん妄などがあり、また睡眠剤を
服用している事例が多くみられ、半数には夜間頻尿などがありました。死亡事例では、急
性硬膜下血腫、外傷性くも膜下血腫、脳挫傷などがみられています。転倒、転落の事故防
止策として、離床センサー、床面の改良、低床ベッド、保護帽なども整備されつつあります。
リスクの高い患者では、早い時期のCT検査が必要であり、多くの事例では重篤な症状が
出てのCT検査となっていました。
　今回は、比較的一般の病院でも起こりうる事例を取り上げてみましたが、日本医療安全
調査機構のホームページをご覧いただければ、これらの事例の他についても専門家の意見
をまとめた詳しい提言が記されているのでご覧いただきたい。

御津医師会：山中慶人
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独立行政法人福祉医療機構
医療貸付事業個別融資相談会開催のご案内

　独立行政法人福祉医療機構は、特殊法人改革により、社会福祉・医療事業団（旧医療金融
公庫）の事業を継承して平成15年10月１日に設立された独立行政法人です。

　当機構では、医療関係施設の整備等を計画しており、融資を希望するお客様を対象として、
下記の日程のとおり、個別融資相談会を開催いたします。
　主として、2020年度を目途に施設整備を実施する予定で、施設規模・構造や資金計画（総
事業費、資金調達する金融機関）等の事業計画が、ある程度具体的になった段階のご相談に
最適です（構想段階でも、ご相談は可能です）。なお、東日本大震災、平成28年熊本地震、
平成30年７月豪雨ほか、災害に係る融資相談については、これに関わらず優先的に対応させ
ていただきます。
　当機構の融資金額や適用金利のご案内を中心に、幅広いご融資の相談に対応しております
ので、是非この機会をご利用ください。
※ 個別融資相談会の対象は、直接貸付のみです。代理貸付の場合は、受託金融機関（https://
www.wam.go.jp/hp/guide-iryokashitsuke-jyutaku_list-tabid-605/）に直接お問い合わせく
ださい。

◎中国四国ブロック（岡山市）
　令和２年６月23日（火）　９：00～16：00

岡山国際交流センター「会議室１」「会議室２」「会議室３」
　　　　　　　　　　　　　　　 岡山市北区奉還町2‒2‒1
　　　　　　　　　　　　　　 　TEL　086－256－2905

　会場・時間等の都合により定員に限りがありますので、登録制とさせていただきます。参
加をご希望される場合は、「医療貸付事業個別融資相談会参加申込書」にご記入の上、ファ
クシミリでご返送ください。（参加申込書をご希望の方は、岡山県医師会へお申出ください。
TEL 086-250-5111）
　なお、当機構の東京本部・大阪支店では、開催日以外にも随時、ご相談を受け付けています。
上記の日程ですとご都合が合わない際や、何かご不明な点がありましたら、下記までお問い
合わせください。

（近畿・中国四国・九州ブロック）大阪支店：大阪府大阪市中央区南本町3－6－14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イトウビル３階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪支店医療審査課）TEL 06－6252－0219

〈FAX送付先〉
近畿・中国四国・九州ブロックご希望の方
　　FAX 06-6252-0240
　独立行政法人福祉医療機構大阪支店　医療審査課宛

福祉部コーナー


